
アメリカの住宅団地と思えない雑然と
した雰囲気だが、随所に自然と共生す
る装置をみつけることができる。

窓の裏にウオータータンクがみえる。そのタンクの水を日射が
暖め、触れば少し温もりが感じられる程度の熱を夜間に室内に
放出して暖房の補助にする。95％の家に太陽熱温水器がとり
つけられ夏は100％冬は80％の給湯を賄っている。

日本のようにＵ字溝によって排水するのではなく
て砂利道が雨水を地面に浸透させる。子供達はそ
れをみて水の行方を知り、木になった実でオレン
ジがどこから生まれ育っていくのかを知る。


